
（１） ２０２３年１０月２９日       ＪＲ東労組大宮地本               第２７４号 

 

≪コロナ前の２０１８年度≫   
要求額 夏：３．１ヶ月＋５万円（計３．２６５ヶ月） 冬：３．４ヶ月＋５万（計３．５６５ヶ月） 合計：６．８３ヶ月を要求 
回答額 夏：２．９ヶ月 冬：３．１８ヶ月 合計：６．０９ヶ月の回答 
≪コロナから回復しつつある２０２３年度≫ 

回答額 夏：２．５ヶ月＋５万円⇒ 冬は３．５ヶ月以上獲得しないと年間６ヶ月に達しない！ 

２０１８年度と同水準である年間６ヶ月支給を勝ち取るためには？ 
➡６ヶ月－２．５ヶ月（夏の回答分）＝３．５ヶ月以上の要求が必要！ 

➡コロナ禍以上の厳しい状況のなか、好調な業績に繋げた日々のたゆまぬ努力に報い、組合員・家族と家族の

生活を守る観点とモチベーション維持・向上の実現が、人材定着・確保に必須のため、満額回答を要求！ 

厳しい労働実感・生活実感を打ち破り、人材定着とモチベーションの 

維持向上を実現するために、年間６ヶ月の支給水準は譲れない！ 

コロナ以降、期末手当は累計で約５．３８カ月も減少！ 

さらに一昨年の定昇カットの影響で約１１万円も減額! 

一方、会社施策と組織再編により業務が複雑化する中、 

社員数は５年で約５０００名も減少し、負担はさらに増大! 

   

さらに一昨年の定昇カットの影響で約１１万円も減額! 

 

生活品の値上げは、今年だけで３１８８７品目の値上げが判明!!（食品のみ） 

その他にも円安や原油価格の影響で光熱費や耐久財等多くが値上げ！ 

１ドル＝１５０円の場合、家計負担は昨年比で約１０万円、２１年度比で 

約２１万円も増加するとの試算も。 

 

                                     

                                  

                                  

   

                           

 

発行人 川澄 新一  編集人 小宮 裕幸 

≪連結決算≫ 

２０２３年度第１四半期決算は増収増益！ 営業収益は３期連続の増収！ 増収に伴い全ての利益が増益！ 
≪単体決算≫          

２０２３年第１四半期の営業利益は 対前年１８４．７％  純資産は 対前年＋４３５億円 １兆９２３９億円！ 
≪２０２３年度上半期 鉄道営業収入≫ 

対前年比     定期１０８．２％ 定期外１３１．３％ 合計１２４．７％ 
 

対２０１８年度比 定期８4.1％ 定期外90．8％ 合計89．1％ 

 

コロナ禍の厳しい時代を乗り切ったのは、現場で働く仲間の努力！今こそ努力に報いる回答を！ 

コロナで社会情勢が変化してきた中でも、 

ほぼコロナ前に戻りつつある業績！ 

私たちへの回答もコロナ前に戻すべき！ 
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１
０
月
半
ば
に
差
し
掛
か
り

秋
本
番
を
迎
え
て
い
る
。
世
間
で

は
「
食
欲
の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」「
芸
術
の
秋
」
と
言
わ
れ
る

が
、
現
在
の
私
た
ち
に
秋
を
満
喫

す
る
ゆ
と
り
を
時
感
じ
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
２
０
２
１
年
か
ら

続
く
物
価
高
は
増
々
拡
大
し
、
今

年
の
食
品
値
上
げ
は
既
に
３
万

品
目
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
食
品

以
外
で
も
電
気
代
・
ガ
ス
代
な
ど

の
値
上
げ
や
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高

騰
等
も
あ
り
、
こ
の
２
年
間
で
の

家
計
負
担
は
約
２
０
万
円
も
増

加
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
は
１
年
半
以
上
経

過
し
た
今
で
も
収
束
の
目
途
が

見
え
な
い
ば
か
り
か
、
イ
ス
ラ
エ

ル
へ
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
奇
襲
攻

撃
を
皮
切
り
に
し
た
軍
事
衝
突

に
よ
り
、
罪
の
な
い
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
続
け
て
い
る
現
実
は
、
私

た
ち
と
無
縁
で
は
な
い
。
改
め
て

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
武
力
に
よ
る
殺
人
行
為
に
は

絶
対
反
対
で
あ
る
立
場
を
明
確

に
し
よ
う
。 

 

９
月
２
２
日
、
大
宮
支
社
よ
り

提
案
を
受
け
た
「
大
宮
支
社
の
現

業
機
関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き

方
の
更
な
る
実
現
に
つ
い
て
」

は
、
昨
年
８
月
に
提
案
を
受
け
た

「
埼
京
線
の
乗
務
員
基
地
再
編

に
つ
い
て
」
の
廃
案
を
含
め
た
施

策
で
あ
る
。
実
施
日
は
お
ろ
か
交

渉
中
の
ま
ま
廃
案
と
な
る
こ
と

は
極
め
て
異
例
の
事
態
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
営
業
職
場

に
お
け
る
業
務
体
制
や
働
く
環

境
の
変
更
に
基
づ
い
た
新
た
な

働
き
方
を
目
指
し
た
各
種
施
策

や
、
武
蔵
野
線
・
京
葉
線
の
乗
務

員
基
地
再
編
に
よ
る
車
掌
業
務

の
移
管
な
ど
、
私
た
ち
の
働
く
環

境
が
大
き
な
変
革
期
の
只
中
に

い
る
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
大
宮
地
本
は
解
明
交
渉

な
ど
を
通
じ
て
施
策
の
全
貌
を

明
ら
か
に
し
、
仲
間
と
の
論
議
を

深
め
、
現
場
で
働
く
私
た
ち
が
真

に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。 

超
高
齢
化
社
会
と
人
口
減
少

に
直
面
す
る
中
で
、
７
年
後
に
は

平
成
採
用
者
が
退
職
期
を
迎
え

新
入
社
員
が
こ
れ
ま
で
よ
り
大

幅
に
減
少
し
て
い
く
現
実
を
受

け
止
め
た
上
で
、
私
た
ち
が
働
く

会
社
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
創

り
だ
す
か
が
労
使
の
焦
眉
の
課

題
で
あ
る
。
し
か
し
現
場
で
は
問

題
意
識
と
職
場
現
実
の
歯
車
が

合
わ
ず
、
悪
戦
苦
闘
す
る
だ
け
で 

道
の
安
全
と
経
験
に
裏
打
ち
さ

れ
た
技
術
・
誇
り
と
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
労
働
者
が
働
き
や
す
い
環

境
を
守
り
抜
く
運
動
」
を
職
場
の

隅
々
か
ら
展
開
し
て
い
く
。 

 

秋
の
た
た
か
い
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
、【
安
全
の
再
確
立
と

組
織
拡
大
を
職
場
か
ら
実
践
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
組
織
の
強
化 

を
勝
ち
取
り
、
１
０
０
０
名
組
織 

を
実
現
し
よ
う
！
】
は
、
一
人
ひ

と
り
の
実
践
と
飛
躍
な
く
し
て
貫 

徹
で
き
な
い
。
大
宮
地
本
内
で
再

加
入
を
決
意
し
た
仲
間
は
、『
会 

社
内
外
で
の
危
機
感
を
考
え
た
時

に
労
働
組
合
に
所
属
し
て
い
た
方

が
良
い
』
と
語
っ
て
い
る
。
私
た
ち

は
、
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た
労

働
組
合
の
必
要
性
を
堂
々
と
、
全

て
の
職
場
か
ら
訴
え
更
な
る
拡
大

を
目
指
し
て
い
こ
う
！ 

１
０
月
１
９
日
に
年
末
手
当

「
３
．
７
ヶ
月
」の
要
求
額
が
決
ま
っ

た
。
こ
れ
ま
で
各
職
場
に
お
い
て

議
論
を
展
開
し
、
満
額
回
答
を
勝

ち
取
る
た
め
の
た
た
か
い
を
深
め

て
き
た
。
私
た
ち
は
会
社
回
答
が

こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
努
力
に
報

い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
納
得
出
来

な
い
し
、
生
活
を
下
支
え
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
到
底
認
め
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
生
活
実
感
と
労
働

実
感
な
ど
、
日
頃
感
じ
て
い
る
全

て
の
想
い
を
発
信
し
、
多
く
の
仲

間
と
一
緒
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

本
部
交
渉
団
と
一
体
と
な
っ
た
た

た
か
い
を
推
し
進
め
て
い
こ
う
！ 

 

私
た
ち
に
と
っ
て
は「
意
思
統
一

の
秋
」
で
あ
る
。
全
組
合
員
参
加

型
の
分
会
大
会
の
成
功
を
通
じ

て
、
組
織
の
更
な
る
団
結
力
の
強

化
を
勝
ち
と
ろ
う
！
そ
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
要
求
実
現
に
向
け
た
運

動
を
全
て
の
職
場
か
ら
創
り
だ
し

て
い
こ
う
！ 

な
く
病
欠
す
る
方
や
離
職
す
る

方
が
後
を
絶
た
な
い
実
態
が
生

ま
れ
て
い
る
。
一
方
的
な
ル
ー
ル

の
押
し
つ
け
や
本
人
希
望
と
か

け
離
れ
た
転
勤
の
乱
発
、
団
体
交

渉
の
確
認
事
項
違
反
や
、
協
約
協

定
よ
り
も
就
業
規
則
で
職
場
を

管
理
し
よ
う
と
す
る
職
場
現
実

に
対
し
、
私
た
ち
は
毅
然
と
「
鉄 

大
手
芸
能
事
務
所
を
巡
る

一
連
の
事
象
が
連
日
報
道
さ

れ
て
い
る
。
一
企
業
で
あ
り

な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
強

い
影
響
力
を
持
ち
、
報
道
へ

の
制
約
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
政
府
与
党
を
は
じ

め
と
し
た
国
家
権
力
を
持
つ

者
は
ど
う
だ
ろ
か
？
市
民
が

正
し
く
真
実
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
に
な
っ
て
い
る

の
か
？
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
・

憲
法
９
条
改
正
や
防
衛
費
の

増
額
等
に
関
す
る
世
論
調
査

で
賛
成
が
半
数
以
上
を
占
め

る
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。
メ

デ
ィ
ア
に
よ
り
差
が
あ
る
が

報
道
に
よ
り
多
く
の
市
民
が 

情
報
を
取
得
し
、
世
論
を
形 

成
し
て
い
く
契
機
に
な
る
。 

自
民
党
憲
法
改
正
草
案
の

第
２
１
条
で
は
、
言
論
の
自

由
に
つ
い
て
「
公
益
や
公
の

秩
序
を
害
さ
な
い
」
事
を
条

件
に
加
え
て
い
る
。
戦
時
中

は
大
本
営
に
よ
り
真
実
が
隠

さ
れ
、
戦
意
高
揚
の
目
的
に

沿
っ
た
国
家
に
と
っ
て
都
合

の
良
い
情
報
だ
け
が
国
民
に

伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
歴
史
を

繰
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
。 

憲
法
改
正
を
始
め
と
し
た

「
新
し
い
戦
前
」
が
目
の
前

に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
歴
史
を
繰
り
返
さ
せ

な
い
想
い
で
、
平
和
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
連
帯
す
る
仲
間
と

共
に
行
動
し
よ
う
。 

（
Ｙ
・
Ｎ
） 
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さいたま車掌区 大宮運転区 

蕨保線技術センター 

那須塩原駅連合 

統括センターを設置する理由は？ 
 社員の活躍フィールドの拡大・役割分担にと

らわれない柔軟な働き方の実現 

 コロナ以降の環境変化、人口減少 

 社員数の減少（１５００名採用⇒500 名採用） 
 平成採の退職が始まると毎年１０００名以上が減少 

大宮車掌区 

大宮駅 

さいたま運転区 部品科 

統括センター設置に伴う変化は？ 
 発令無しで担務変更が可能になるため、ジョ

ブローテーションの団体交渉確認事項の形

骸化に繋がる可能性がある 

 「融合と連携」の加速により労働強化が進む 

 ワンフロア化により職場環境が大きく変わる 

現在の職場現実 
 過去３年間で大宮地本管内で約 120 名が定年

退職以外の理由で退職。要員不足は明らか 

 今年の営業職場への新入社員配属は地本管

内で８名のみで、既に１名が退職 

 車掌の要員不足が深刻化 

（〇〇車掌区の８月の休日出勤は２２３件!） 

 営業統括センターでは超勤が増大する一方、複数

駅勤務は一般社員では約２割しか進んでいない 

今後予想される変化と問題意識 
 2030 年頃までにワンマン化・自動運転・チ

ケットレス化により４０００名を生み出す 

 グループ会社の要員不足に対し、効率化で生み

出した要員を活用していくのではないか？ 

 ２０２８年に連結営業収益約 3.2 兆円を目指

すとしている（2023 年実績 2.4 兆円） 

 連携と融合で鉄道のオペレーションを変え、少ない

社員で仕事を行う仕組みづくりが進むのではないか 



                                   

                          
         

                       

２０２３年１０月２９日        ＪＲ東労組大宮地本          第２７４号（４） 

ＪＲ東労組大宮地本第９回 

バレーボール大会を開催！ 
日にち：202３年１０月６日（金） 

場  所：ブレックスアリーナ宇都宮 

 

 

 

 

 

 

 
【順位】 

優 勝 さいたま車掌区分会 

 

準優勝 宇都宮運輸区分会 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２５回釣り大会（ヘラブナ）を 

開催します！ 
日にち：202３年１１月１７日（金）  

５時４５分受付開始 

６時１５分開始 

場  所：埼玉県羽生市・椎の木湖 

参加費：3,000 円 

開 催 日 １ ２ 月 ５ 日 

集合場所 熊谷駅南口前 

集合時間 ８ 時 ４ ５ 分 

参 加 費 ３ ， ０ ０ ０ 円 

参加締切 １１月２９日 
★参加希望者は職場の役員まで 

▲以前開催された「秩父困民党・風布地区研修」 

 

日にち  １１月２６日（日） 

時  間  １３:００開始 

場  所  大宮総合車両 

センター 

第２・３・４講習室 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地
本
サ
ー
ク
ル
協
議
会 

第
２
３
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す
！ 

日
に
ち
：２
０
２
３
年
１
２
月
２
日
（土
） 

時  

間
：１
３
時
３
０
分
開
始 

場  

所
：宇
宙
劇
場
（Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
） 

５
階 

第
１
・２
集
会
室 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２０回サッカー大会を 

開催します！ 
日にち：202３年１２月４日（月）  

９時３０分受付開始 

１０時００分開会式 

場  所：茨城県古河市 

ヨシダサッカーフィールド 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２１回ボウリング大会を  

開催します！ 
日にち：202３年１２月１４日（木）   

１３時００分受付開始 

１３時３０分開会式 

場  所：ウニクスボール南古谷店 

参加費：一人２,000 円 

ＪＲ東労組大宮地本 

第２０回ゴルフ大会を 

開催します！ 
日にち：202３年１１月１５日（金）  

８時００分受付開始 

※開会式は行いません 

場  所：鹿沼カントリークラブ 

参加費：総額９,000 円（予定） 


